通俗的辯證法的唯物論 : 主として「史的唯物論」に依る by 青山 英晴
通
俗
的
競
讃
法
的
唯
物
論
ー
主
ざ
し
て
「
史
的
唯
物
論
」
に
依
る
1
ハ
一
一
）
序
合
一
）
軒
目
皐
に
於
け
る
唯
物
論
か
、
観
念
論
か
の
問
題
（
一
一
己
批
舎
科
皐
に
於
け
る
唯
物
論
的
見
地
（
四
〉
結
論
ハ
一
〉
序
問
問
詮
法
的
唯
物
論
は
、
偉
大
－
な
る
皐
徒
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
韮
に
フ
9
1
F
リ
ツ
ヒ
・
エ
ン
グ
ル
ス
の
、
科
事
研
究
の
方
法
で
あ
り
・
哲
思
ず
で
あ
り
、
世
界
観
で
あ
る
。
市
し
て
、
此
の
領
域
に
至
る
出
費
駐
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
現
賢
的
生
活
の
哲
皐
的
反
映
と
し
て
、
此
の
賢
設
哲
撃
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
皐
間
的
に
は
‘
へ
ー
が
ル
哲
皐
と
フ
オ
イ
ヱ
ル
バ
ッ
ハ
哲
撃
を
揚
棄
す
る
こ
と
に
依
り
て
、
把
握
し
即
ち
、
前
者
よ
り
其
の
掃
設
訟
を
、
後
者
よ
り
其
の
唯
物
論
を
批
判
的
に
踊
取
し
、
共
の
雨
者
を
有
機
的
に
結
合
せ
し
め
る
と
と
に
依
り
て
一
の
韓
形
を
有
す
る
串
間
的
限
値
を
基
礎
付
け
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
グ
ス
並
に
エ
ン
グ
ル
ス
の
、
斯
る
全
国
は
、
佑
来
の
唯
物
論
l
青
山
英
晴
i
郎
ち
形
而
上
壊
と
し
て
の
唯
物
論
！
ー
よ
り
形
而
上
拳
的
考
察
を
排
除
す
る
と
と
に
依
っ
て
、
そ
れ
を
其
の
技
落
の
淵
よ
り
救
び
上
げ
、
従
来
の
嬬
詮
法
1
1
6其
の
完
成
さ
れ
た
形
態
は
へ
I
グ
ル
の
そ
れ
で
あ
る
ー
ー
を
顛
倒
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
印
ち
、
之
れ
乞
唯
物
論
の
墨
礎
に
置
く
一
惑
に
依
り
て
、
共
の
正
常
な
る
姿
容
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
閣
制
詮
法
と
唯
物
論
は
打
っ
て
一
丸
と
な
っ
た
。
一
丸
と
な
る
事
に
依
っ
て
彼
等
は
自
分
自
身
を
生
か
し
得
る
こ
と
が
出
来
た
、
故
に
今
や
吾
々
は
、
と
の
こ
つ
の
も
の
を
悩
々
別
々
の
も
の
と
し
て
認
識
す
る
乙
と
は
許
さ
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
は
共
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
ん
が
錆
に
、
此
の
二
つ
の
も
の
を
個
k
k
切
り
離
し
て
説
明
す
る
と
と
’
に
す
る。
2
3哲
患
に
於
け
る
唯
物
論
か
観
怠
論
か
の
問
題
ハ
即
ち
、
宇
宙
の
本
源
は
、
基
礎
は
、
物
｜
｜
物
質
素
材
で
あ
る
が
、
割
念
で
あ
る
か
の
問
題
）
宇
宙
に
於
け
る
現
象
は
を
れ
を
、
物
質
的
現
象
と
精
神
的
現
象
に
分
け
て
考
察
す
る
。
プ
ハ
リ
シ
は
‘
此
の
簡
を
弐
の
如
〈
説
明
し
、
「
我
々
は
一
般
的
に
は
二
種
類
の
現
象
を
医
別
し
て
ゐ
る
、
共
の
一
は
延
長
そ
布
し
‘
昼
間
に
一
場
所
を
占
有
し
、
我
々
の
感
畳
に
依
っ
て
認
め
ら
れ
る
i
見
、
間
皆
、
簡
れ
、
味
ふ
と
と
が
出
来
ろ
、
之
を
吾
、
々
は
物
質
的
（
素
材
的
）
現
象
と
名
付
け
る
・
今
一
つ
の
も
の
は
空
間
に
場
所
を
有
せ
宇
。
人
は
之
に
鯛
れ
る
こ
と
を
得
ゃ
。
期
る
も
の
は
、
人
間
の
思
想
、
又
は
思
意
、
又
は
感
情
で
あ
る
l
i掛
る
現
象
は
心
的
‘
一
般
的
に
は
「
精
紳
的
」
と
呼
ぶ
。
然
ら
ば
之
等
雨
現
象
ば
、
如
何
な
る
閥
係
に
あ
る
も
の
で
る
ら
う
か
。
精
神
的
現
象
が
物
質
的
現
象
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
か
‘
物
質
的
現
象
が
精
神
的
現
象
を
決
定
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
精
神
が
「
あ
ら
ゆ
る
物
の
太
初
」
で
あ
る
．
そ
れ
と
も
物
質
が
そ
れ
で
あ
る
か
、
源
本
的
の
も
の
は
何
で
あ
ら
う
か
。
此
の
問
題
に
闘
し
何
等
か
の
意
味
に
於
い
て
、
精
神
を
以
て
、
宇
宙
の
本
源
、
基
礎
と
詩
し
、
物
質
を
以
て
第
二
義
的
の
も
D
と
な
す
論
者
は
、
哲
皐
上
観
念
論
の
陣
皆
に
麗
し
、
物
質
を
宇
宙
の
根
抵
と
潟
し
、
精
一
押
と
そ
、
こ
れ
か
ら
探
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
な
す
論
者
は
．
唯
物
論
の
幕
下
に
島
ず
る
。
さ
て
、
我
々
は
此
の
問
題
を
出
来
得
る
限
り
、
組
ゆ
る
方
面
か
ら
考
察
し
て
見
ゃ
う
。
先
づ
第
一
に
・
我
止
が
自
然
界
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
知
る
‘
自
然
科
壊
は
五
日
々
に
、
人
間
が
自
然
の
産
物
で
あ
り
、
自
然
の
「
ほ
ん
の
」
一
部
品
刀
で
る
つ
℃
、
共
D
普
遍
的
法
則
に
従
ふ
も
の
で
あ
る
と
と
を
教
へ
た
。
人
間
と
呼
ば
れ
る
‘
と
の
思
考
生
物
は
「
一
岬
の
如
き
俗
離
れ
た
も
の
か
、
他
の
未
知
の
紳
秘
な
世
界
よ
り
一
大
降
っ
た
外
来
的
な
も
の
」
で
は
な
い
、
そ
札
は
一
向
身
、
考
へ
る
と
い
ふ
事
を
知
っ
た
一
種
の
猿
類
に
過
ぎ
な
い
。
第
一
一
に
j
我
々
は
．
人
間
が
他
の
動
物
か
ら
準
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
「
生
物
」
は
結
局
地
球
上
で
一
定
の
時
の
経
過
し
た
後
に
於
い
て
始
め
て
、
費
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
を
知
る
。
自
然
科
撃
は
、
我
々
に
「
死
せ
る
」
自
然
か
ら
生
物
が
設
建
し
、
此
の
生
物
か
ら
思
考
し
得
る
、
斯
る
生
物
｜
｜
人
間
ー
ー
が
護
達
し
た
事
を
、
即
ち
最
初
に
思
考
し
特
な
い
物
質
で
あ
り
、
之
か
ら
川
山
考
物
質
た
る
人
が
設
建
し
た
事
を
語
っ
て
ゐ
る
。
質
に
グ
1
ウ
イ
シ
に
依
っ
て
唱
導
せ
ら
れ
た
進
化
論
は
、
現
代
人
に
と
っ
て
、
一
の
常
識
以
外
の
何
物
で
も
友
い
。
払
第
三
に
、
吾
々
は
精
神
は
一
定
方
法
に
組
織
さ
れ
た
物
質
が
出
現
す
る
時
陀
現
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
知
る
。
精
神
的
友
る
も
の
L
撞
ひ
乎
で
b
る
人
間
は
他
の
動
物
よ
り
進
化
し
て
来
た
も
む
で
あ
る
乙
と
を
知
っ
た
吾
々
は
、
控
に
、
動
物
が
一
定
の
進
化
の
段
曜
に
謹
す
る
と
l
i
即
ち
‘
一
定
方
法
に
組
織
さ
れ
た
物
質
が
出
現
す
る
と
．
精
神
な
る
も
の
の
現
は
れ
る
事
を
知
る
の
は
容
易
た
事
で
あ
る
。
置
に
「
無
は
思
考
し
得
な
い
、
穴
あ
る
ビ
ス
ケ
ッ
ト
も
・
穴
も
、
物
質
た
き
精
神
も
思
考
し
な
い
‘
人
臆
の
一
部
た
る
人
間
の
脳
裡
に
於
い
て
思
考
し
得
る
の
で
あ
る
。
」
人
間
と
は
思
考
し
得
可
く
組
織
さ
れ
た
物
質
で
あ
る
。
第
四
に
、
我
々
は
‘
上
越
せ
る
所
か
ら
「
精
一
岬
な
く
し
て
物
質
は
存
在
し
得
る
か
1
何
故
物
質
な
く
し
て
精
神
は
存
在
し
得
な
い
も
の
か
を
知
る
は
極
め
て
容
易
の
と
と
で
あ
る
。
物
質
は
思
考
す
る
人
聞
が
存
在
し
た
い
以
前
に
存
在
し
た
。
地
球
は
共
上
に
何
等
か
の
精
神
が
現
は
れ
る
よ
り
遥
か
以
前
か
ら
存
在
し
た
。
換
言
す
れ
ば
物
質
は
客
観
的
に
精
神
か
ら
滴
立
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
心
的
現
象
、
所
謂
・
精
神
は
物
質
な
く
し
て
は
之
か
ら
摘
立
に
は
未
だ
曾
て
何
底
に
も
存
在
し
な
い
。
思
想
は
脂
な
く
し
て
は
存
在
し
な
い
。
願
望
す
る
も
の
L
有
機
韓
な
く
し
て
は
存
在
し
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
心
的
現
象
郎
ち
意
識
現
象
は
一
定
方
法
に
組
織
さ
れ
た
る
物
質
の
一
特
性
‘
共
の
「
機
能
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
。
以
上
を
以
て
、
意
識
｜
｜
精
神
の
物
質
へ
の
依
存
、
換
言
す
れ
ば
、
「
思
惟
の
存
在
へ
の
」
依
存
は
明
か
に
設
せ
ら
れ
る
。
「
故
に
精
一
脚
は
物
質
な
し
に
は
存
在
し
得
な
い
が
物
質
は
精
神
な
し
に
平
然
と
し
て
存
在
し
得
る
。
物
質
は
精
一
脚
よ
り
以
前
に
存
在
し
た
。
精
神
は
特
殊
に
組
織
さ
れ
た
物
質
の
、
特
殊
な
一
特
性
で
あ
る
。
」
之
に
依
っ
て
物
質
と
精
神
と
の
開
係
。
問
題
は
解
決
さ
れ
・
之
に
依
っ
て
．
哲
事
に
於
け
る
唯
物
論
が
観
念
論
と
の
論
争
の
解
決
は
典
へ
ら
れ
た
の
で
る
る
。
さ
て
‘
弐
に
吾
k
は
‘
観
念
論
を
よ
り
よ
く
知
る
こ
と
に
依
り
て
、
益
々
唯
物
論
を
明
か
に
知
る
事
を
得
る
で
あ
ら
う
。
観
念
論
は
之
を
二
つ
に
分
け
て
考
へ
る
と
と
が
出
来
る
、
そ
し
て
‘
そ
の
こ
つ
の
も
の
は
観
念
論
の
陣
営
中
に
於
い
て
必
十
し
も
同
時
に
そ
の
存
在
が
承
認
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
し
て
往
々
に
し
て
相
排
斥
し
合
ふ
d
も
の
で
は
b
る
が
、
そ
れ
は
同
じ
本
よ
り
生
巴
た
支
技
と
も
調
ふ
可
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
は
、
問
謂
‘
客
観
的
概
念
論
で
あ
り
、
そ
の
こ
は
、
主
観
的
観
念
論
で
あ
る
。
プ
ハ
リ
シ
は
こ
の
こ
つ
の
観
念
論
乞
‘
そ
の
巧
妙
と
明
快
さ
を
以
て
共
の
如
く
述
ベ
て
居
る
。
「
若
し
「
精
神
」
が
一
切
の
根
本
で
あ
る
な
ら
ば
ハ
人
が
観
念
論
的
見
解
を
採
用
す
る
な
ら
ば
）
1
1
入
聞
が
存
在
し
な
か
っ
た
営
時
は
何
う
で
あ
っ
た
か
。
二
者
共
の
一
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
聖
書
に
あ
る
古
代
ユ
ダ
ヤ
の
物
語
に
於
け
る
が
如
く
超
人
間
的
に
し
て
神
の
如
き
精
一
脚
が
存
在
し
た
事
を
谷
認
す
る
か
、
そ
れ
と
も
透
き
過
去
の
時
代
も
亦
翠
に
吾
々
の
想
像
力
の
一
一
幻
想
に
過
ぎ
ね
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
る
る
。
と
の
第
一
の
道
は
客
観
的
観
念
論
へ
導
き
、
客
観
的
観
念
論
は
「
我
の
」
意
識
に
濁
立
す
る
慮
の
外
界
の
存
在
を
容
認
す
る
。
然
し
共
は
宇
宙
の
本
質
を
一
特
柿
原
理
、
紳
、
又
は
此
の
場
合
一
脚
に
代
る
「
至
高
理
性
」
「
世
界
意
士
山
」
又
は
同
様
の
手
持
品
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
道
程
は
、
主
観
的
観
念
論
を
通
じ
て
纂
進
に
唯
我
論
へ
導
〈
此
説
で
は
唯
、
精
紳
的
本
質
、
郎
ち
、
佃
h
A
の
思
考
主
障
が
存
ず
る
の
み
で
あ
る
。
観
念
論
は
、
以
上
の
こ
つ
の
も
の
に
分
け
て
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
観
念
論
の
最
も
徹
底
せ
る
形
或
は
唯
我
論
で
あ
り
、
客
観
的
観
念
論
は
、
そ
の
認
識
輸
に
於
い
℃
、
必
然
的
に
唯
我
論
の
験
日
眉
に
つ
か
か
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
郎
ち
、
観
念
論
は
何
か
ら
出
穫
し
、
何
K
立
脚
す
る
か
、
何
故
之
札
は
、
精
紳
的
の
も
の
が
源
本
的
で
る
り
根
本
的
な
も
の
で
あ
る
と
信
歩
る
の
か
、
夫
は
結
局
、
此
設
が
「
戟
」
に
は
直
接
唯
載
の
認
識
が
興
へ
ら
れ
て
居
る
に
樋
ぎ
ね
と
信
や
る
が
故
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
‘
果
し
て
斯
如
で
あ
O
た
な
ら
ば
、
己
れ
以
外
の
も
の
L
存
在
は
、
と
れ
を
許
容
す
る
事
が
出
来
な
く
な
る
道
理
に
て
そ
れ
は
人
聞
の
経
験
、
の
一
々
に
矛
盾
す
る
完
全
去
る
背
刊
一
で
あ
う
て
、
此
鹿
に
於
い
て
、
唯
我
論
は
自
誠
す
る
か
、
同
時
に
哲
皐
に
於
け
る
、
一
切
の
翻
念
論
は
、
自
己
の
最
高
の
認
識
を
失
ふ
っ
て
失
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
も
亦
自
滅
せ
ぎ
る
を
得
・
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
ハ
三
）
融
禽
科
皐
に
挺
け
る
唯
物
論
的
昆
地
草
間
々
が
、
人
間
枇
舎
を
考
察
す
る
時
、
共
鹿
に
種
々
た
現
象
を
見
出
す
の
で
あ
る
、
共
慮
に
は
「
高
一
級
事
仏
物
質
」
l
宗
教
、
哲
阜
、
道
徳
が
あ
る
。
共
底
に
は
政
治
と
自
己
の
法
律
を
有
す
る
国
家
と
が
あ
る
、
其
鹿
に
は
極
め
て
種
h
？
な
方
面
に
於
け
る
人
間
の
宿
り
と
あ
ら
ゆ
る
観
念
四
と
が
あ
る
、
か
－
L
る
現
象
に
於
け
る
此
の
枇
曾
の
研
究
を
苦
々
は
如
何
に
し
て
始
む
可
き
か
。
如
何
な
る
鮪
か
ら
把
捉
す
可
き
で
あ
る
か
、
何
を
根
本
的
、
原
生
的
な
る
も
の
と
し
て
観
察
す
可
き
で
あ
る
か
、
前
．
何
を
祇
生
的
、
第
二
義
的
た
も
の
と
し
て
考
ふ
可
き
か
、
此
の
解
決
こ
そ
明
か
に
哲
皐
が
営
面
し
た
問
題
で
あ
り
、
而
し
て
哲
皐
者
P
L
唯
物
論
者
と
概
念
論
者
と
の
二
大
陣
皆
に
分
岐
せ
し
め
た
共
問
題
で
あ
る
。
吾
々
は
．
此
の
問
題
を
個
々
別
々
の
方
面
よ
り
考
へ
て
見
ょ
う
、
之
ゑ
枇
曾
科
撃
に
於
け
る
観
念
論
的
立
場
よ
り
見
る
時
は
．
人
々
は
戎
の
如
き
見
解
に
基
〈
、
一
枇
舎
は
人
間
よ
り
成
り
、
共
の
枇
舎
の
領
域
内
に
於
け
る
人
聞
は
思
惟
し
・
行
詩
し
、
希
望
し
、
観
念
、
思
想
、
意
見
に
依
っ
て
指
導
さ
れ
る
、
意
見
の
饗
化
、
入
の
昆
解
の
麓
化
が
枇
舎
に
起
る
事
象
の
一
切
の
根
本
原
因
で
あ
っ
て
、
其
の
結
論
と
し
て
「
意
見
が
批
曾
宮
支
配
す
る
」
と
、
共
故
枇
合
科
壌
は
「
杭
合
的
意
識
」
即
ち
祉
舎
の
精
神
を
研
究
し
な
け
れ
ば
左
ら
ね
と
説
く
、
彼
等
は
、
配
合
自
臆
を
心
的
の
も
の
と
考
へ
、
彼
等
に
依
れ
ば
枇
舎
は
人
間
の
願
望
、
感
情
思
想
、
意
思
表
示
が
無
陣
に
交
錯
し
た
．
就
中
、
此
枇
舎
の
「
観
念
」
を
見
る
の
で
、
言
葉
を
換
へ
て
一
言
へ
ば
枇
舎
は
祉
曾
的
心
理
、
枇
合
的
意
識
‘
即
ち
吐
舎
の
精
一
脚
で
あ
る
。
然
し
一
方
眼
を
輔
巴
て
別
の
見
地
か
ら
吐
舎
を
翻
禁
し
よ
う
。
枇
舎
の
一
構
成
が
人
聞
を
要
素
と
す
る
所
何
等
疑
問
を
附
せ
ぬ
。
共
の
入
聞
は
此
の
世
舎
に
於
い
て
、
人
間
意
思
が
決
L
て
自
由
で
あ
り
縛
ま
う
か
、
（
前
述
せ
る
如
〈
観
念
論
者
は
一
言
ふ
「
意
見
が
世
界
を
支
配
す
る
」
素
よ
り
五
h
k
低
金
然
観
念
の
作
用
を
否
定
ず
る
の
で
は
な
い
が
勘
く
と
も
共
が
根
本
的
要
件
と
し
て
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
世
帯
T
b
る
」
唯
物
論
的
立
場
の
元
組
7
ル
ク
ス
も
意
識
の
最
高
度
た
る
科
接
的
理
論
に
於
て
「
理
論
も
亦
、
夫
が
大
衆
の
心
を
捉
へ
る
や
い
な
や
物
質
的
カ
と
な
る
」
と
書
い
た
U
人
間
意
思
．
夫
は
人
間
存
在
の
外
的
燦
件
に
依
っ
て
保
件
附
け
ら
れ
て
ゐ
る
と
見
た
の
で
あ
る
壮
舎
も
亦
同
一
法
則
に
従
ふ
の
で
あ
る
・
枇
舎
的
意
識
夫
は
何
に
依
る
か
？
叶
金
百
科
阜
の
唯
物
論
的
問
万
を
以
て
す
れ
ば
舌
人
に
弐
の
事
が
容
易
に
納
得
し
得
る
で
あ
ら
う
‘
プ
ハ
リ
ン
に
従
へ
ば
彼
は
戎
の
如
く
言
ふ
『
人
間
世
舎
は
会
人
類
と
同
様
自
然
。
一
所
産
で
あ
る
・
天
は
自
然
に
依
存
し
て
を
り
、
天
が
自
脱
出
か
ら
自
己
に
有
要
な
封
象
を
搾
出
す
る
時
に
の
み
存
立
し
特
る
の
で
あ
る
。
祉
舎
は
生
産
と
い
ふ
方
法
で
之
を
搾
出
す
る
の
で
わ
る
。
然
じ
枇
舎
は
之
宏
必
ポ
し
も
意
識
し
て
行
ふ
の
で
は
な
い
。
之
が
意
識
的
に
行
は
れ
る
の
は
‘
寓
事
が
計
霊
的
に
遊
行
さ
れ
る
蕗
の
組
織
的
枇
舎
に
於
て
の
み
で
あ
る
。
然
し
非
組
織
的
枇
舎
に
於
て
は
之
が
無
意
識
的
に
行
は
れ
る
l
物
質
的
生
産
及
び
共
手
段
（
物
質
的
生
産
力
u
法
人
間
枇
曾
存
在
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
、
宍
な
〈
し
て
は
「
祉
合
的
意
識
」
も
「
精
紳
的
文
化
」
も
あ
り
得
な
い
」
と
設
を
更
に
彼
は
此
の
人
間
駐
舎
そ
過
し
て
二
方
面
よ
り
翻
て
其
一
は
原
始
野
謹
人
の
枇
舎
‘
こ
は
高
度
の
資
本
過
程
に
る
る
資
本
主
義
禾
期
の
枇
舎
を
想
像
し
て
考
へ
た
．
第
一
の
枇
舎
に
於
い
て
は
承
知
の
如
く
彼
等
の
共
金
時
聞
は
食
糧
の
獲
得
ー
！
狩
獄
．
漁
欝
．
蒐
集
．
等
に
消
費
さ
れ
て
此
の
世
界
に
於
い
て
は
砂
く
と
も
「
概
念
」
「
精
一
脚
的
文
化
」
に
闘
し
℃
閥
心
を
有
す
る
と
は
思
へ
な
い
‘
共
庵
忙
於
い
℃
は
殆
E
Aヤ
猿
・
群
獣
と
も
一
五
ふ
可
き
挟
態
を
想
像
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
枇
舎
に
於
い
て
は
共
蕗
に
は
「
精
神
文
化
」
を
有
し
て
道
催
、
法
令
、
科
事
‘
哲
壊
、
宗
教
、
塞
術
等
を
有
ず
る
、
此
唱
に
は
、
所
謂
斯
る
「
精
神
丈
化
」
、
即
ち
枇
舎
の
「
精
神
」
「
観
念
」
の
綿
べ
て
は
至
上
広
高
度
な
保
件
を
有
し
℃
設
展
し
て
居
る
・
此
の
賠
に
闘
し
彼
は
強
調
し
て
．
斯
る
精
一
紳
は
如
何
に
し
て
斯
く
の
如
く
愛
達
し
た
り
、
並
に
其
の
設
建
の
僚
件
は
何
で
あ
っ
た
か
を
掲
示
し
て
．
共
は
物
質
的
生
産
の
護
達
、
自
然
に
封
す
る
人
問
。
支
配
力
の
増
加
．
人
間
労
働
力
の
生
産
能
力
の
向
上
が
夫
で
あ
る
と
云
ふ
、
要
す
る
に
此
庭
に
於
い
て
は
「
精
紳
文
化
」
を
創
遣
す
る
に
可
能
な
る
可
き
時
聞
を
興
へ
、
八
問
の
熟
慮
は
清
紳
的
労
働
に
還
元
さ
れ
た
時
に
於
て
の
み
で
あ
っ
て
金
時
聞
を
題
じ
て
物
質
的
労
働
に
消
費
せ
守
し
て
済
む
に
可
能
な
航
態
に
於
て
の
み
で
あ
る
．
之
に
依
つ
τ翻
る
時
枇
舎
に
於
い
て
は
、
社
舎
的
精
神
文
化
ハ
枇
合
同
的
意
識
）
が
棉
べ
て
の
枇
曾
的
物
質
i
物
質
的
生
産
、
自
然
か
ら
の
各
種
の
有
要
物
の
搾
出
を
生
産
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
共
の
反
封
に
一
肱
舎
的
物
質
の
護
摩
、
l
物
質
的
生
産
の
設
展
が
精
神
文
化
護
建
の
基
礎
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
吐
曾
の
精
紳
生
活
は
物
質
物
生
産
紙
態
、
人
間
枇
舎
の
生
産
力
の
謹
建
程
度
に
依
っ
て
生
じ
・
又
依
ら
ざ
る
役
得
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
見
解
に
基
け
ば
営
然
枇
舎
が
心
的
有
機
膿
左
し
、
亦
意
見
の
組
儲
l
特
に
「
崇
高
及
美
」
「
聖
一
及
純
」
な
る
も
の
の
領
域
内
に
於
け
る
意
見
の
綿
一
躍
と
し
て
顕
現
五；
し
ι
な
い
で
‘
特
に
「
生
産
有
機
瞳
」
と
し
て
頴
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
訟
指
摘
す
可
A
き
で
あ
る
。
（回
υ
結
論
吾
々
は
、
哲
墜
に
於
け
る
此
の
決
定
に
関
し
て
、
容
易
に
決
断
を
県
へ
得
な
か
っ
た
の
を
知
る
。
随
っ
て
枇
舎
科
撃
研
究
の
指
針
と
も
見
ら
れ
る
崇
材
を
も
不
泊
化
わ
内
に
越
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
現
置
の
問
題
営
問
せ
る
時
に
於
い
て
、
唯
、
或
る
似
而
非
的
僻
決
を
附
興
す
る
時
に
於
い
て
さ
へ
、
へ
1
グ
ル
の
昔
一
口
へ
る
如
く
「
此
善
、
此
理
性
が
最
も
具
惜
的
友
表
象
と
た
れ
る
も
の
は
紳
で
あ
る
、
紳
は
世
界
を
支
配
し
、
共
支
聞
の
内
容
‘
其
計
書
の
賓
行
が
、
世
界
史
で
あ
る
」
公
1
ゲ
凡
「
修
史
哲
準
」
〉
．昆.，、
が
五
日
々
の
依
る
可
き
唯
一
の
寄
奥
で
あ
ら
ろ
か
、
局
一
宮
目
す
れ
ば
枇
曾
は
人
間
枇
合
乞
以
て
一
要
素
と
す
る
人
以
外
の
死
せ
る
臼
然
や
動
物
界
に
適
用
す
る
努
力
は
無
意
味
で
あ
る
。
唯
之
を
第
二
弐
的
考
慮
に
す
る
と
’
と
の
限
り
に
於
い
て
の
み
否
定
す
る
も
の
で
友
い
の
で
、
然
し
唯
物
論
は
「
人
々
が
斯
く
思
考
し
た
」
と
指
摘
し
た
の
み
で
は
満
足
し
得
な
い
で
、
何
故
人
間
は
或
場
所
或
時
に
於
い
て
斯
く
考
へ
、
他
の
場
所
で
は
同
様
に
考
へ
得
ら
れ
な
い
か
」
文
明
枇
舎
に
於
い
て
は
人
々
は
斯
く
も
非
常
に
多
く
考
へ
成
ず
に
原
始
野
謹
時
代
に
於
い
て
は
何
故
考
へ
持
ら
れ
ざ
る
か
、
此
の
説
明
に
劃
し
て
も
唯
解
決
は
枇
舎
の
物
質
的
生
活
保
件
に
於
て
の
み
其
の
批
舎
わ
精
一
脚
生
活
の
諸
現
象
を
も
説
明
し
得
る
の
で
あ
る
。
地
方
税
累
積
契
機
の
救
治
施
慾
恕
営
面
の
緊
迫
事
と
し
て
、
国
際
軍
備
戟
に
備
へ
ん
軍
横
計
霊
の
、
緊
念
軍
需
資
材
整
備
策
立
の
成
果
た
る
、
か
の
驚
異
的
膨
大
藤
算
の
確
立
を
見
せ
し
が
、
園
軍
の
準
展
拍
撃
力
も
‘
一
向
ノ
に
銃
後
の
強
化
、
保
全
横
潤
共
れ
自
躍
に
興
繋
依
醸
し
つ
る
や
大
な
る
に
営
り
、
図
防
費
要
求
松
本
幸
の
横
充
化
の
み
の
局
め
に
‘
理
算
編
成
の
根
本
方
策
が
樹
立
さ
れ
、
他
事
の
経
費
部
面
た
る
不
可
侵
科
目
費
を
も
異
的
打
破
し
‘
犠
牲
に
供
し
つ
る
趨
勢
時
な
れ
ば
、
此
の
偏
重
偏
倍
以
て
、
猪
突
す
れ
ば
、
す
る
程
我
問
自
治
制
組
程
に
よ
る
闘
民
総
憾
に
浸
潤
均
衡
の
施
設
方
策
の
充
備
